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桑葉の細胞液濃度に就て

今村良郷

古谷茂一

　　1，緒　　　量

　桑漿の細抱液濃慶の如侮ま獄サこの1胃化吸牧に藁大なる影響あるものと思准せらるるも、今日未だ之▼

を測定したる域績を見ざるなり。然れども一般植物に於ては既に諸1ヒ輩の研究あり、文献に徴するに

［Jewis及びEI］　ut　tleThN氏はPicea，　Pyrola，　LiLmea等の葉につき其の細胞液濃慶を氷黙降下法により

測定したる、にドー般に冬期に高く夏期に低き結果を示し。Dixo11及びA伽11sの爾氏は落葉樹なる

Syrin9乱vulgarisの葉D細胞液濃度は其の開葉嘗1寺に低く、共の後不規則に濃度を商め8月に最高度

に逮し、叉常緑樹Ilex　i・　guifoliunx及びHedeva　Helixにありては葉及び根に於て11一ユ2月叉は

3－4月に商’くっ2月3くは6－7月に低く、かSる濃…度の低下は伸度期の絡りに來るが如しとし、叉Ben－

der氏は蘇類ゐ葉に於ては幼葉より老葉となるにしたがい紬胞液の濃慶を高むるものとせり。荷細胞

液の濃度と生長との關係を研究したるものにはUrSprmlg及びBlum霞爾氏b　B飴her氏、　Beed氏等

の研究あり1叉最近に於ては佐藤健吉氏が水隅、大婁、小萎、ソラマメ、ソバ、等の作物の秤及び葉

に就ξ測定したるものに依ttぱ、一般に生育時期の進むと共に濃度を上昇する傾向ありて獲芽後生長

旺盛期に薄く開花期甫駄り種子結實の頃まで濃度を塘し、域黙後再び降下するものなりとせり。

斯くの如く植物の生育及び生長と納胞液濃慶との關係は從來卿1腕の如くなるも、桑葉の如き獄兇

の飼料に供し之れが直櫻驚児の榮養疋關係し延ては獄作に影響を及ぼすが如き育鷲」二遊だ重要なる桑

葉に就て何等之れが研究なきを遣憾とし、著渚等は之れが測定を試み海るに、’ 氓ﾌ成績を得たり。本

試験に就て懇切なる指導と鞭継を賜りたる恩師遠藤i教授を始め愛知縣慧業試験脇岩津支傷長岩村和訓

氏、高瀬僑孝氏、高瀬艘氏等｝こ栂し深厚なる謝意を表すと共に竃験に際し安藤志郎氏の助力を煩した

るを附詑して感謝す。

∬・實験材料及び實験方法

　本試瞼に供用したる桑漿は愛知縣黛業試瞼笏糊葺1披傷策3號桑園D温種試験園中に栽植したる根刈

仕立夏刈の植付5年生のものより探取せり、興の桑園の地勢は高燥にして排水佳良風通良好なる洪積

暦に鵬する肥沃なる砂質壌土地なり。各rP1種とも護蔵中庸なる株につきて巾庸の枝條を逡iび、それの

第15－20葉位（i漿位にイ1くる試験を除く）聞のものt）－10枚を探り、各葉につき5－10回の測定を反復し

；tlS均償を求めたり。　　　・　　　　　　．

　實験1ま原形質分肉ll法にf次り、櫨化ナトリウムのO．c〕5Mo1宛の差を有ずる種々濃度の液を作り、之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tれに次に述ぶるが如き方法に｛衣りて作りたる切片を初めは濃度低き液中に投じ、2－3分の後之れを顯

微鏡にてうかがい・漸次濃慶高きに移し原形質分離を起したる時の縛化ナトリウム液の濃度を以て共

の細胞の細胞濃度とせりQ切片は各1吊種各葉共に同一の場所（rl・1肋と策一側主脈との中間）を建め表

皮は上下面共桑葉を指頭こ巷き箸け、刀にて薄く表両を剥取り、内部組織は接骨木の髄に桑葉をはさ
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み髄と共に薄く切り取りて作れり。

運II試験成績　　　　　　　　　　　　　『
1　（α）組織を異にする細胞の綱胞液濃度

　遠州高助、改良鼠返、魯桑の三品種に付き桑葉の組織を異にする細胞の細胞液濃度の測定を行ひた

るにi次表の如し。
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　以上の放績を見るに、同じ葉の内にても組織を異にするにより翻胞の形態及び作用が各々相異する

が如く共の細胞の細胞液濃度に差異を有するものあり。遠州高助の表皮細胞は上下爾醐共にo．35にて

柵状組織細胞は0、38、海紬組織Z）細胞は0．37を示しo改良鼠返は上面表皮細胞0．39に下面のものは0；

40を表し、柵歌紐織0．42、薯鱒｝i’歌組綴0．41の濃度をなす。」更魯桑に於ては表皮細胞は上画下面共に改

良鼠返に同一の放績を示し、柵1りこ組織は0．44を海綜歌組織は0，42を表せり。各々の品種に依り細胞1夜

濃度に商低ありと難も、各編絞闇の攣化を見るにほ貸同檬の傾向を示す。EPち上副表皮細胞の濃度最

も低く、之れに亜ぎ下面表皮細胞、海綿歌組織の順に、1農度を塘し柵肱綴織に於隔て最も濃岬なり。

（b）葉位に依る細胞液濃度の墾化。

　島之内、改良鼠返、魯桑の各吊種に付き各々第1－20開葉、第30－35開葉の間にある桑葉の」：画表

皮細胞の濃度を測定したるに次の如し。
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　一技條にても葉の着生する位置に依りて自つから老幼あるものなれば細胞液の濃度に遊異を有す。

島之内に於ては第1匪葉0』81で始まり漸次濃度を糟し節17開葉に至れば0．35となり以後大なる墾化な

く第30開葉の項｝こ到Lぱ櫓低コマし0・34を示し・改良鼠返にありてはE’sユENgt－o．20tcして第16P｝」葉最

商0，4Dに達し後は試験の範1剴内に於ては攣化を認めす。魯桑ば第1開環0．20よリヒ昇し第12開葉には

0・40を示し以後多少の攣動あるも大なるごとなく、勢35開葉の項に至れば梢々降下す。之れ三温種共

にi牒當時の厳盛なる時脚・於噸鍍低く・漸螺磁増すゆたが喉盛不脚1｝・高め麟
の項に至れば最高に趣し以後大なる墾化なきも老熟期となれば梢々低下す。

（c）r｝？1種に依る絢胞1夜濃度の相異

本縣下に廣く栽植さるる山桑系の遠州高功、赤木11∫21㍉大葉皐生。島之内。白桑系の改良鼠返、八

ツ脇育市。魯桑系の魯桑・魯八・牧穫一一等1喘棚耐き」澗表皮細胞の綱搬濃度を謬踏したるに
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　上表の域績を見るに島之内の0，脇最も高く、之れに亜ぐは遠州高助、赤木市平にして大葉早生、

改良鼠返、魯桑、八ツ厨、青市は中闇にあり、牧穫一租々高く魯八の0，55C最高に位す。爾之れを系

統別に見るときは山桑系最も低く、魯桑系のもの最も高く、肖桑系な前二者の中間にあり。

IV．総　　　括

　以上の成績を総括すれば次の如し。

1．桑葉の組織を異にするに依り共の細胞の細月包液濃度に盤異あり。

2．組織の種別に就ては、上面表皮の細胞液濃度最も低く之れに亜ぐは下1雌長皮、海綿歌組織の順に

　濃度を増し、柵歌組織に於て最も高し。

3．桑葉の枝條に着生する位置に依り細胞液濃泌こ相異あるものなり。

4，開葉當時の成長盛なる幼葉け紬胞液の濃度最醤｝be．く、成熟期に遼すれば濃｝享となり、老熟に至れ

　ば却つて濃度を低下するものs如しo
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5・・樋間に於ける細胞液濃度の韻鵬之内・遽州高助、赤木了行・階低く、糠早生、改良鼠返、・

　魯桑、八ツ湧、青市之れに亜ぎ、牧穫一、魯八侵も高し。

6．　系税別に於ては山桑系のもの概して濃度低く、白桑系晶肺之に亜ぎ、魯桑系のもの最も高し。‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　♂　　　　　　（昭和六年十二月二十八日受理）
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